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１．研究計画の概要 
離散コサイン変換（DCT）係数の正負符号と
フーリエ変換の位相項の関係を理論的に考
察し、新しい画像マッチング法の提案、その
方法の精度・適用限界の検討、各種分野への
応用の可能性を調査する。 
 
２．研究の進捗状況 

DCT 符号相関という新しい相関法を提案
することができた。さらにサブピクセル精度
へその方法を拡張することに成功した。セキ
ュリティを考慮した画像マッチングという
新しい分野を提唱している。 
 
３．現在までの達成度 
 当初の研究計画の約 90％の達成に加え、研
究計画にはなかった幾つかの新しい展開を
行うことができている。 
 
４．今後の研究の推進方策 
未発表の成果があり、本年度はそれらつい

て成果を整理し、学会発表を行う予定である。
さらに他の研究者からの意見を反映させた
形で、研究成果をまとめる。 
また本年度は、4 年間の研究計画の最終年

度にあたる。研究成果全体を整理し、関連分
野の今後の発展に寄与する形で研究総括す
る予定である。 
 

５. 代表的な研究成果 
（研究代表者、研究分担者及び連携研究者に
は下線） 
Izumi ITO and Hitoshi KIYA

 

,  
“One-Time Key Based Phase Scrambling for 
Phase-Only Correlation between Visually 
Protected Images,” 

EURASIP J. Information Security,  
vol.2009, no.841045, January 2010. 
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